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６千歳丘高第１号 

令和６年４月１日 

校長 大島和華子 

令和６年度 東京都立千歳丘高等学校 学校経営計画 

１ 教育目標 

＜高志、自律、信頼の心を育み、生徒の自己実現を図ることのできる学校を目指す＞ 

 
「高志」 目標を高く掲げ、自ら学び考え行動し、夢を実現する、個性と創造力豊かな人間を育成する。 

「自律」 規範意識を持ち、よりよい生き方を求めて進んで実行する、心身共に健やかな人間を育成する。 

「信頼」 人権尊重を基調とした信頼関係を大切にする、社会に貢献する人間を育成する。 

 

２ 目指す学校像 

 「高志」、「自律」、「信頼」の心を育み、生徒の自己実現を図る学校を目指す。校歌にある「撓まず学び、

心を磨き、身を錬へ、友を助ける」を標語とする。 

 （１）探究型の学習により学ぶ意欲を引き出し、確かな学力を身に付けさせ、より高い目標を設定して変

化する社会の中でたくましく生き抜き、自己実現を果たせる人間を育てる学校 

 （２）人権尊重の理念を基盤に全教職員が自発性と創造性を発揮し、きめ細かい学習指導、生活指導、進

路指導、特別活動を推進し、教育活動全体の充実を目指す学校 

 （３）創造力、思考力、判断力、表現力を育てる学校 

 （４）課題解決能力、コミュニケーション能力を有した人間を育てる学校 

 （５）生命を尊重し、「いじめ」や自殺などの根絶に向けて、他者を思いやる心を育む学校 

 （６）基本的な生活習慣や社会規範を身に付け、地域社会からの信頼や期待に応え、地域や社会と協働で

きる良識ある人材を育てる学校 

 （７）オリンピック・パラリンピック教育（学校２０２０レガシー）の取組として、豊かな国際感覚、グ

ローバル人材を育成する学校 

 （８）日々の教育活動の改善・充実によって、生徒の満足感、保護者の安心感、地域の信頼感、教職員の

充実感が高い学校 
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３ 中期的目標と方策 

新学習指導要領の完成年度に際し、生徒に身に付けさせたい資質・能力を明確にし、組織的・計

画的にカリキュラム・マネジメントを推進する。グローバル化、情報化に対応できる人材育成を目

指し、より魅力ある学校として、都民の信頼と期待に応え、中学生・保護者等に選ばれる学校づく

りを行う。質の高い教育を提供できるよう環境整備、生徒の教育活動予算を充実させる。 

 
（１）教職員の学校経営参画意識の向上と組織的な運営と協業体制の確立を図る（学校運営） 

（２）学力スタンダードに基づく到達目標を明示し、教科指導を充実させ、基礎・基本を重視した学力の向

上を図る。（学習指導） 

（３）都立高校生活指導指針に基づく組織的な生活指導により、基本的生活習慣を確立し、また自己指導能

力の向上を図る。（生活指導） 

（４）生徒が主体的に自らのあり方・生き方について考え、高い目標の中で希望の進路を実現できるよう、

組織的・計画的・系統的なキャリア教育を行う。（進路指導・キャリア教育） 

（５）人権尊重の精神と思いやりの心をもち、学校生活への意欲や帰属意識を醸成し、生徒主体の活動を推

進する。海外修学旅行の実施、海外学校間交流推進校の指定により、姉妹校との交流を積極的に行い、

国際感覚・グローバル人材を育成する。（特別活動） 

（６）生徒の体力や気力を向上させ、心と体の健康を保持し、自他の生命を尊重する態度を育成する（安全・

健康指導） 

（７）本校を第一志望とする生徒の獲得に向け、創意工夫した広報活動と地域との連携した活動を推進する。

（募集・広報活動） 

４ 今年度の取組方法と方策 

（１）学校経営 

ア 分掌・教科の方針を共通理解し、マネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）を活用し、課題発見・課題解

決に向けた効果的な学校運営を行う。 

イ 企画調整会議を戦略的学校運営の議論の場とし、その決定事項の円滑な周知と、分掌及び学年の連

携・協働を推進する。 

ウ 校内研修やＯＪＴにより、常にアップデートし、指導力や専門性の向上を図る。 

エ オリンピック･パラリンピック教育（学校2020レガシー）実施方針に基づき、国際交流を推進する。 

オ 予算編成、施設・設備の適切な管理、募集・広報活動等を通して、経営企画室の経営参画を一層推

進する。 

カ 会議運営の工夫、ネットワークフォルダを活用した文書や教材等の共有化によるペーパーレス化及

び計画的な職務の推進等のＤＸ化を図り、業務の効率化を徹底し、教職員のライフ・ワーク・バラン

スを推進する。 

キ 学校閉庁日を設定している趣旨を踏まえ、必要な業務や指導を計画的に遂行する。また平日の１日

当たりの在校時間を 10時間以内、週休日である土曜日、日曜日の連続勤務について、改善を図る。 

ク 「生成ＡＩ研究校」の指定を受け、授業や教職員の校務についての効果的な利用について検証し、

校務のＤＸ化を図る。 
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（２）学習指導 

ア 教科主任を中心とした教科会を活性化し、組織的・計画的な授業力の向上を推進する。グランドデ

ザインに基づき、すべての生徒に身に付けさせるミニマムな学力を明確にし、確実な定着を図る。 

イ きめ細かな学習ガイダンスを行い、生徒の学習意欲を喚起させ、本校の学力スタンダードに基づく、

教科指導の検証・充実、教員相互の授業研究、生徒による授業評価を活かした授業改善、対話型授業

の実践、言語活動・探究活動の充実、様々な発表の場の設定、ＩＣＴ機器の活用など、学力向上の視

点と授業力に裏付けされた質の高い授業展開を図る。 

ウ 「学力向上研究校」の指定により、外部人材を活用した学習指導、自習室運営を実施し、基礎学力

の定着と学習習慣の確立を図る。また、上昇志向のある生徒の発展的学習への意欲を醸成する。 

エ 教科横断型授業を推進することにより、生徒が学習内容をより深く理解することを推進し、生徒の

学習への興味を喚起することを促す。 

オ 成績改善対策の補習を全講座で教科担当と担任が連携して組織的に実施し、家庭と連携して年度末

まで成績不良者への支援を根気強く実施する。 

カ ＴＯＫＹＯスマート・スクール・プロジェクトに基づき、１人１台端末の利活用を推進し、一人一

台端末の利活用しながら「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、デジタルリテ

ラシーを備えた人材育成に取り組む。 

 

（３）生活指導 

ア 生活指導規定に基づき、挨拶の励行、身だしなみ規定の遵守、授業規律を全教職員が徹底する。ま 

た、教室環境の整備と安全点検を適切に行い、学習環境の維持・向上に努める。 

イ 交通事故防止、犯罪被害防止、問題行動未然防止の指導を計画的に行い、セーフティ教室、ＳＮＳ

活用講習会、薬物乱用防止教室等を通して、生徒の健全育成を図るとともに、学校事故防止に努め、

生徒の安全と健全な人格形成を育む。 

ウ ホームルーム活動や各種行事を通して、人間関係能力、判断力、コミュニケーション能力の向上を 

図り、振り返させて成長を実感させる。 

エ 体罰の根絶及びいじめの防止、早期発見・対応のため、教職員の意識向上を図り組織的に対応する。 

 

（４）進路指導・キャリア教育 

ア 生徒の進路実現を確実なものとするため、「総合的な探究の時間」「ＬＨＲ」「学校行事」等の中で、

計画的・系統的なキャリア教育を推進し、ポートフォリオを活用し、生徒の自己理解を深めるととも

に、社会で必要な言語能力と発信力の向上を図る。 

イ 推薦入試、総合型選抜、一般入試、大学入学共通テスト、国公立等の多様な進路希望に対応できる

よう補習・講習、講演会、面接指導、論文指導等について、各分掌、教科が連携して組織的、計画的

な指導の充実を図る。 

ウ 進路希望状況を早期に把握し、未決定者に対する指導を充実させる。また進路指導室からの情報発

信力の向上、相談体制を充実させる。 

エ 実用的な資格取得を担当する教科が、組織的展開し、生徒の資質・能力を向上させる。 
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（５）特別活動 

ア 学校行事の意義付けの明確化と質的向上を図り、生徒の自主性と創造性を育成し、協調性や達成感

をもたせるとともに、自尊意識を高める。 

イ 部活動の参加率、活動内容の向上に努め、生徒の自主・自律の精神及びスモールステップでやり抜

く力を育成する。活動については、部活動ガイドラインを遵守し、バランスの取れた生活と、生徒の

成長の視点から、休養日を週２回以上設定するとともに、諸活動を通じて望ましい人間生活の伸長を

目指す。 

ウ 台湾修学旅行の実施、海外学校間交流推進校の指定等、国際交流や語学力向上の取組等を通して、

グローバル人材の育成を図る。 

エ 図書館を活用した調べ学習や本校生徒のための読書案内の作成等を通して読書活動を推進し、ビブ

リオバトルに参加させる。 

オ ボランティア活動（奉仕体験活動）、地域等の外部活動に積極的に参加する。 

 

（６）安全・健康指導 

ア セーフティ教室や避難訓練等を通じて、健全育成と実践的な防災意識の涵養を図るとともに、学校

事故防止及び危機管理に努める。 

イ カウンセリングマインドに基づく保健相談機能の充実を図る。また、始業式等の講話や外部講師に

よる講演会を活用し、生徒に自他の生命を尊重する意識を高めさせる。 

ウ 発達障害等特別な支援が必要な生徒に対する組織的・計画的な対応を推進し、ユニバーサルデザイ

ンの考え方に基づき、発問、指示が活動の見通しをもちやすいように工夫する。 

エ 生徒の発達段階に応じて体力と運動能力を向上させるため、運動の重要性の理解と心身共に健康な

人間の育成を目指す。 

オ 自転車の安全な利用に係る取り組みを充実させ、自転車通学者のヘルメット着用を徹底し、着用率

を９０％以上とする。 

 

（７）募集・広報活動 

ア 学校説明会、授業公開、部活動体験、中学校訪問、出張授業等を計画的、積極的に実施し、中学生

やその保護者に対して、認知度を上げ、、本校の魅力の理解を図る。 

イ ホームページの更新を組織的に実施し、情報発信体制の充実を図る。 

ウ 本校の紹介動画を組織的に作成し、You Tubeで公開し、中学生やその保護者に対して、本校の理解

の深化を図り、情報の発信方法を拡大する。 

エ 地域行事への参加、地域と連携した防災訓練、地域清掃等、地域活動を通して地域貢献する。また、

都立学校開放事業として、公開講座の開催及びグラウンド、テニスコートの施設開放を実施し、地域

に開かれた学校を目指す。 
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５ 重点目標と数値目標 

重点目標［目標値］ 主な方策 

組織的な学校運営 

【学校生活の充実度８０％以上】 

・報・連・相の徹底と分掌間の連携を強化する。 

・情報共有の迅速化を図る。 

学力向上の取組の推進 

【生徒の授業満足度７０％以上】 

【生徒の授業への取組み 

～自己評価(良好)７０％以上】 

・学習方法を伝えるなど学習ガイダンスを充実させ、生徒

に学習活動を習得させる。 

・伸ばしたい資質・能力・評価方法・評価基準の明確化、

評価基準の事前共有をし、指導と評価の一体化を図る。 

・対話型授業と生徒による振り返り活動の促進。 

・一人一台端末を活用した授業は、単元ごとに１回以上の

実施。 

・「思考力・判断力・表現力」の形成的評価、パフォーマ

ンス評価、評価結果の生徒へのフィードバックを単元で

1回以上の実施。 

・観点別評価が Bに達しない生徒への指導、補習・講習の

充実。 

・各種検定・資格の取得、外部大会、コンクール等への参

加を促進し、ポートフォリオ形成を図る。 

規範意識の醸成 

【生活指導満足度 ７０％以上】 

【問題行動 ７件以下】 

 

・遅刻、身だしなみ、問題行動に対して、全教員による積

極的な生徒への声かけ。 

・拡大生活指導部会の実施による統一した指導の推進。 

・情報モラル、SNS利用モラル向上に資する講演会の実施。 

・生徒情報共有化の一層の推進。 

進路実現への支援 

【進路決定率 ９０％以上】 

【生徒の進路指導満足度 ７０％以上】 

・「総合的な探究の時間」の系統的なカリキュラムの実施。 

・３年間を見通した段階的・系統的キャリア教育の実施。 

・補習、補講等進学指導の充実。 

・全教員による進路相談・面接指導、論文指導等の実施。 

・総合型・推薦型選抜対策の指導の充実。 

・国公立大学合格者の輩出。 

学校への帰属意識の向上 

【部活動加入率 ５５％以上】 

【体育祭の満足度 ８０％以上】 

【文化祭の満足度 ８０％以上】 

・部活動加入奨励と発表の機会の設置。 

・生徒が主体的に取り組む学校行事の実施。 

・ホームルーム、部活動等の集団で協力し、所属感、連帯

感の深化。 

広報活動の充実と入試倍率の向上 

【学力による選抜の倍率１．３倍以上】 

【説明会参加者延べ１５００名以上】 

 

・教育活動の記事・動画等を作成し、ホームページを充実

させる。 

・学校説明会の改善、体験授業、部活動体験、全教員によ

る中学校訪問、中学校への出張授業、塾訪問等により本

校のＰＲ事業を充実させる。 

 


